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図
書
館
の
本
は
町
民
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

無
断
で
持
ち
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、
壊
れ
た
り
、
破
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
自
分
で

直
さ
な
い
で
、
返
却
時
に
職
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

行
事
予
定

◎
三
月

特
設
展
示
（
芥
川
賞
・
直
木
賞
展
）

一
日
（
火
）
休
館
日

二
日
（
水
）
押
し
花

十
二
～
十
六
時

英
会
話
講
座

昼
の
部

十
三
時
～
十
四
時
三
十
分

三
日
（
木
）
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

十
時
～

四
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

五
日
（
土
）
詩
歌
鑑
賞
会

十
三
時
三
十
分
～

お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

六
日
（
日
）
蔵
書
点
検
休
館
日

お

願

い

七
日
（
月
）
蔵
書
点
検
休
館
日

八
日
（
火
）
休
館
日

九
日
（
水
）
蔵
書
点
検
休
館
日

お
は
な
し
宅
配
便

東
幼

十
時
～

一
〇
日
（
木
）
蔵
書
点
検
休
館
日

一
一
日
（
金
）
蔵
書
点
検
休
館
日

一
二
日
（
土
）
蔵
書
点
検
休
館
日

一
三
日
（
日
）
ち
ぎ
り
絵
教
室
「
紙
遊
会
」

十
時
～
十
六
時

組
み
木
の
広
場
「
木
楽
工
房
」
十
時
～
十
六
時

一
四
日
（
月
）

一
五
日
（
火
）
休
館
日

一
六
日
（
水
）
英
会
話
講
座

昼
の
部

十
三
時
～
十
四
時
三
十
分

一
七
日
（
木
）
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

十
時
～

一
八
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

一
九
日
（
土
）
読
書
会

十
三
時
三
十
分
～

お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

二
〇
日
（
日
）
休
館
日

二
一
日
（
月
）
木
目
込
み
人
形
を
作
る
会

十
時
～
十
五
時

二
二
日
（
火
）
休
館
日

二
三
日
（
水
）
英
会
話
講
座

昼
の
部

十
三
時
～
十
四
時
三
十
分

二
四
日
（
木
）

二
五
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

二
六
日
（
土
）
お
は
な
し
会

十
四
時
～
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お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

二
七
日
（
日
）
里
庄
歴
史
勉
強
会

十
二
時
～

二
八
日
（
月
）

二
九
日
（
火
）
休
館
日

三
十
日
（
水
）
月
末
整
理
休
館
日

三
一
日
（
木
）
年
度
末
整
理
休
館
日

◎
四
月

特
設
展
示
（
新
生
活
を
応
援
す
る
本
・
桜
・
お
花
見
の
本
）

一
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

二
日
（
土
）
詩
歌
鑑
賞
会

十
三
時
三
十
分
～

お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

三
日
（
日
）

四
日
（
月
）
木
目
込
み
人
形
を
作
る
会

九
時
～
十
五
時

五
日
（
火
）
休
館
日

六
日
（
水
）
押
し
花

十
二
～
十
六
時

七
日
（
木
）
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

十
時
三
十
分
～

八
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

九
日
（
土
）
お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

一
〇
日
（
日
）
お
は
な
し
会

十
四
時
～

ち
ぎ
り
絵
教
室
「
紙
遊
会
」

九
時
～
十
六
時

組
み
木
の
広
場
「
木
楽
工
房
」
九
時
～
十
六
時

一
一
日
（
月
）

一
二
日
（
火
）
休
館
日

一
三
日
（
水
）

一
四
日
（
木
）

一
五
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

一
六
日
（
土
）
読
書
会

十
三
時
三
十
分
～

お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

一
七
日
（
日
）
休
館
日

一
八
日
（
月
）
木
目
込
み
人
形
を
作
る
会

九
時
～
十
五
時

一
九
日
（
火
）
休
館
日

二
〇
日
（
水
）

二
一
日
（
木
）
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

十
時
三
十
分
～

二
二
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

二
三
日
（
土
）
お
た
の
し
み
会
（
こ
い
の
ぼ
り
作
り
）

十
四
時
～

お
は
な
し
ト
ト
ロ

十
五
時
三
十
分
～

二
四
日
（
日
）
里
庄
歴
史
勉
強
会

十
二
時
～

二
五
日
（
月
）

二
六
日
（
火
）
休
館
日

二
七
日
（
水
）
子
ど
も
読
書
週
間
～
五
月
十
日

二
八
日
（
木
）

二
九
日
（
金
）
エ
ル
マ
ー
の
工
房

十
三
時
三
十
分
～

三
十
日
（
土
）
月
末
整
理
休
館
日
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展
示
・
催
し
案
内

◎
特
設
コ
ー
ナ
ー

三
月

場

所

カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
特
設
架

内

容

芥
川
賞
・
直
木
賞
展

◎
里
庄
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
展

日

時

二
月
十
七
日
（
水
）
～
三
月
二
十
八
日
（
月
）

場

所

二
階

視
聴
覚
室

十
時
～
十
七
時

◎
特
設
コ
ー
ナ
ー

四
月

場

所

カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
特
設
架

内

容

新
生
活
を
応
援
す
る
本
・
桜
・
お
花
見
の
本

◎
お
は
な
し
の
会

◇
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

日
時

毎
月

第
一
・
第
三

木
曜
日

十
時
～

内
容

幼
児
と
お
母
さ
ん
と
職
員
の
楽
し
い
語
ら
い

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
。

◇
お
は
な
し
会

日
時

毎
月

第
二
・
第
四

土
曜
日

十
四
時
～

内
容

幼
児
や
小
学
生
対
象

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
読
み
聞
か
せ
、
工
作
遊
び
、
手
遊
び
。

四
月
か
ら
は
、
十
時
三
十
分
～
に
変
更

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
手
伝
い
下
さ
い
。
）

◎
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
ト
ト
ロ
」

・
日
時

毎
週

土
曜
日

十
五
時
三
十
分
～

・
内
容

読
み
聞
か
せ
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
手
遊
び
な
ど
の
練
習
、
お
は
な
し

会
や
お
は
な
し
宅
配
便
へ
の
参
加
・
実
演
。

◎
手
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
ル
マ
ー
の
工
房
」

・
日
時

毎
週

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
十
三
時
三
十
分
～

・
内
容

お
は
な
し
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
の
作
製
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
用
バ
ッ
グ
製
作
。

講
座
案
内

新
入
会
員
募
集
中
。

◎
詩
歌
鑑
賞
会

万
葉
集

日
時

毎
月
第
一
土
曜
日

十
三
時
三
十
分
～

講
師

定
金
恒
次
（
倉
敷
芸
科
大
学
講
師
）

◎
カ
メ
リ
ア
読
書
会

お
は
な
し
会
に
つ
い
て

四
月
か
ら
は
、
月
一
回
（
第
二
日
曜
日

十
時
三
十
分
～
）
と

し
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
内
容
に
変
更
し
ま
す
。
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「
太
平
記
」
の
輪
読
と
講
義

日
時

毎
月
第
三
土
曜
日

十
三
時
三
十
分
～

講
師

定
金
恒
次

◎
英
会
話
講
座

日
時

毎
週

水
曜
日

昼
ク
ラ
ス

十
三
時
～
十
四
時
三
十
分

夜
ク
ラ
ス

十
九
時
～
二
十
時
三
十
分

会
場

昼
ク
ラ
ス

図
書
館

二
階

視
聴
覚
室

夜
ク
ラ
ス

福
祉
会
館

二
階

研
修
室

講
師

ジ
ョ
セ
フ
・
ト
ン
プ
キ
ン
ス

趣
味
の
会
・
学
習
会
新
入
会
員
募
集
中

◎
組
木
の
広
場
「
木
楽
工
房
」

・
日
時

毎
月
第
二
日
曜
日

九
時
～
十
六
時

・
内
容

組
木
作
製

＊
材
料
費
実
費
負
担

◎
ち
ぎ
り
絵
教
室
「
紙
遊
会
」

・
日
時

毎
月
第
二
日
曜
日

九
時
～
十
六
時

・
内
容

ち
ぎ
り
絵
作
製

＊
資
料
制
作
費
負
担

◎
里
庄
歴
史
勉
強
会

・
日
時

毎
月
第
四
日
曜
日

十
二
時
～
十
七
時

・
内
容

近
隣
市
町
村
の
歴
史
探
訪

＊
資
料
制
作
費
負
担

◎
押
し
花
「
ふ
し
ぎ
な
花
ク
ラ
ブ
」

・
日
時

毎
月
第
一
水
曜
日

十
二
時
～
十
六
時

・
内
容

お
し
ば
な
作
品
作
製

＊
材
料
費
実
費
負
担

◎
木
目
込
み
人
形
「
寿
光
会
」

・
日
時

毎
月
第
一
・
第
三
月
曜
日

九
時
三
十
分
～
十
五
時

・
内
容

木
目
込
み
人
形
の
作
製

＊
材
料
費
実
費
負
担

新
着
本
の
案
内

一
月
中
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
購
入
し
た
図
書
の
一
部
で
す
。

大
人
の
本

◎

人
生
訓
・
人
間
関
係
・
恋
愛

▽
歳
を
と
る
の
は
面
白
い

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
編
集
部
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

自
分
を
受
け
入
れ
今
日
を
楽
し
む
、
物
事
は
良
い
方
向
に
考
え
る
、
人
生

は
歳
を
重
ね
る
ほ
ど
豊
か
に
な
る
。
曽
野
綾
子
、
中
村
メ
イ
コ
、
萩
本
欽

一
、
桂
歌
丸
ら
、
人
生
の
達
人

人
に
生
涯
現
役
の
秘
訣
を
学
ぶ
。

16

◎

社
会
・
時
事

▽
私
の
「
戦
後
民
主
主
義
」

（
赤
川

次
郎
ほ
か
：
岩
波
書
店
）

多
く
の
尊
い
人
命
と
引
き
か
え
に
、
戦
争
は
二
度
と
や
ら
な
い
と
誓
っ
た

憲
法
と
と
も
に
獲
得
さ
れ
た
、
国
民
主
権
、
自
由
と
人
権
の
尊
重
、
平
和

主
義
、
平
等
…
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
、
戦
後
を
歩
ん
で
き
た
各
界

人
か

38

ら
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
。

◎

生
命
科
学
・
生
物
学

▽
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
（
海
部

陽
介
：
文
藝
春
秋
）
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世
界
各
地
の
遺
跡
の
年
代
調
査
比
較
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
、
石
器
の
比
較
研
究

…
。
国
立
科
学
博
物
館
気
鋭
の
人
類
学
者
の
重
層
的
な
調
査
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
、
祖
先
た
ち
の
ア
フ
リ
カ
か
ら

日
本
列
島
へ
至
る
大
移
動
の
歴
史
を
描
き
出
す
。

◎

動
物
学

▽
魚
介
類
別
名
辞
典

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）

高
級
魚
「
の
ど
ぐ
ろ
」
の
一
般
名
は
「
あ
か
む
つ
」
。
魚
介
の
別
名
か
ら

一
般
的
な
名
称
と
魚
介
の
特
徴
が
、
一
般
的
な
名
称
か
ら
そ
の
別
名
群
が

分
か
る
別
名
辞
典
。
魚
類
、
貝
類
、
そ
の
他
の
水
生
生
物1397

件
と
そ
の

別
名4204

件
を
収
録
。

▽
ダ
ニ
の
は
な
し

（
島
野

智
之
、
高
久

元
：
朝
倉
書
店
）

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
害
に
な
る
ダ
ニ
も
い
ま
す
が
、
多
く
は
人
に

は
無
害
だ
っ
た
り
、
人
間
生
活
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

上
手
に
ダ
ニ
と
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ダ
ニ
に
関
わ
る
専
門
家
が
、

正
し
い
情
報
と
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

◎

医
学
（
一
般
）

▽
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
心
の
病
気
の
ク
ス
リ

（
久
保
田

正
春
：
法
研
）

基
本
的
な
精
神
科
治
療
薬
の
作
用
の
仕
方
や
使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
た
、
患
者
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
症
状
・
病
状
に
よ
る
各
種
の
向
精

神
薬
の
使
い
分
け
を
、
実
際
の
処
方
例
と
と
も
に
、
具
体
的
に
解
説
。
安

全
な
多
剤
併
用
と
避
け
た
い
多
剤
併
用
も
わ
か
る
。

▽
か
ら
だ
に
や
さ
し
い
腰
痛
克
服
法

（
駒
形

正
志
：
技
術
評
論
社
）

腰
痛
の
原
因
と
そ
の
対
処
法
を
紹
介
。
複
合
的
な
要
因
に
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
要
素
も
取
り
上
げ
、
医
療
機
関
で
の
運
動
療
法
と
、
日
常
生
活
で
の
改

善
方
法
を
く
ま
な
く
伝
え
る
。
チ
ェ
ッ
ク
欄
あ
り
。

▽
脳
を
ど
う
蘇
ら
せ
る
か

（
岡
野

栄
之
：
岩
波
書
店
）

大
人
に
な
っ
て
も
神
経
が
作
ら
れ
て
い
た
！

世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
発
見

が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
脊
髄
損
傷
の
再
生
治
療
と
し
て
実
を
結
ぼ
う
と

し
て
い
る
。
脊
髄
再
生
治
療
へ
の
挑
戦
と
神
経
再
生
の
構
想
を
研
究
者
が

綴
る
。

▽
発
達
障
害
の
改
善
と
予
防

（
澤
口

俊
之
：
小
学
館
）

発
達
障
害
は
改
善
も
予
防
も
で
き
る
。
診
断
名
の
つ
い
た

名
以
上
の
発

200

達
障
害
児
の
脳
機
能
を
検
査
し
、
改
善
法
を
授
け
、
結
果
を
出
し
て
き
た

脳
科
学
者
が
、
家
庭
で
日
常
的
に
で
き
る
発
達
障
害
の
科
学
的
な
改
善
法
、

予
防
法
を
紹
介
す
る
。

◎

工
作
・
手
芸
・
ク
ラ
フ
ト

▽
広
告
チ
ラ
シ
で
つ
く
る
世
界
の
飾
り
小
物

（
あ
お
き

い
く
こ
：
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
）

広
告
チ
ラ
シ
や
包
装
紙
、
紙
袋
、
雑
誌
な
ど
の
身
近
な
紙
で
、
伝
統
ク
ラ

フ
ト
の
小
物
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
の
折
り
紙
ア
レ
ン
ジ
、

ド
イ
ツ
の
わ
ら
細
工
、
中
国
の
切
り
絵
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
つ
く

る
世
界
の
飾
り
小
物
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
絵
本
の
主
人
公

（
須
佐

沙
知
子
：
白
泉
社
）

ミ
ッ
フ
ィ
ー
、
ぐ
る
ん
ぱ
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
チ
ェ
ブ
ラ
ー
シ
カ
…
。
絵
本

の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
全

種
類
の
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
マ
ス
コ
ッ
ト
の
作
り

17

方
を
、
写
真
で
詳
し
く
説
明
す
る
。
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▽
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
本

（
出
版
：
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社
）

フ
ァ
ス
ナ
ー
つ
け
は
こ
わ
く
な
い
！

フ
ァ
ス
ナ
ー
の
き
ほ
ん
の
“
き
”
を

紹
介
し
、
バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
つ
け
方

種
、
洋
服
の
フ

10

ァ
ス
ナ
ー
の
つ
け
方
４
種
を
、
写
真
で
く
わ
し
く
解
説
し
ま
す
。

▽
「
こ
れ
、
作
っ
て
！
」
が
き
っ
と
見
つ
か
る
通
園
・
通
学
バ
ッ
グ
と
こ

も
の

（
リ
ト
ル
バ
ー
ド
：
成
美
堂
出
版
）

子
ど
も
た
ち
の
毎
日
を
、
大
好
き
な
動
物
や
乗
り
物
を
あ
し
ら
っ
た
ア
イ

テ
ム
で
応
援
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
絵
本
バ
ッ
グ
、
う
わ
ば
き
入
れ
、
お

弁
当
袋
な
ど
、
通
園
通
学
に
か
か
せ
な
い
バ
ッ
グ
と
こ
も
の
を
、
色
々
な

テ
イ
ス
ト
、
モ
チ
ー
フ
で
紹
介
し
ま
す
。

◎

妊
娠
・
出
産

▽
俺
た
ち
妊
活
部

（
村
橋

ゴ
ロ
ー
：
主
婦
の
友
社
）

妊
活
に
挑
む
男
性
は
、
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
で
向
き
合
い
、
い
か
に
奥
さ

ん
に
協
力
し
、
励
ま
し
て
い
る
の
か
。
自
身
も
不
妊
治
療
を
経
験
し
た
著

者
の
奮
闘
記
と
、
「
妊
活
部
」
男
性
部
員
の
本
音
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
録
。

◎

音
楽

▽
絶
対
！
う
ま
く
な
る
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
コ
ツ

（
松
田

昌
：
ヤ
マ

100

ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
）

実
践
的
で
役
立
つ
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
上
達
の
コ
ツ
を
紹
介
。
基
本
的
な
奏

法
か
ら
練
習
の
方
法
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
奏
法
、
両
手
弾
き
や

ア
タ
マ
で
の
演
奏
と
い
っ
た
特
殊
奏
法
ま
で
解
説
す
る
。
オ
ス
ス
メ
曲
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
法
も
掲
載
。

◎

料
理

▽
ス
イ
ー
ツ
・
バ
イ
ブ
ル

（
福
田

淳
子
：
家
の
光
協
会
）

何
十
冊
も
の
お
菓
子
本
を
手
が
け
て
き
た
著
者
が
た
ど
り
つ
い
た
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
お
菓
子
に
合
っ
た
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
メ
ソ
ッ
ド
。
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
基
本
の
お
菓
子

品
の
、
お
い
し
さ
に
ぐ
っ

18

と
差
が
出
る
材
料
、
配
合
、
つ
く
り
方
を
紹
介
。

◎

芸
術
・
美
術

▽
美
の
考
古
学

（
松
木

武
彦
：
新
潮
社
）

は
る
か

万
年
前
の
石
斧
に
始
ま
り
、
縄
文
・
弥
生
土
器
、
銅
鐸
、
古
墳

60

に
至
る
ま
で
、
人
類
の
歴
史
は
「
美
」
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
物
に
託
さ

れ
た
数
と
図
形
、
色
や
質
感
な
ど
を
切
り
口
に
、
人
の
心
の
動
き
と
社
会

の
変
遷
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
画
期
的
論
考
。

◎

工
芸
・
民
芸

▽
生
活
工
芸
大
百
科

（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）

稲
わ
ら
、
竹
、
染
料
植
物
等
、
工
芸
的
に
利
用
で
き
る
素
材
を

あ
ま
り

50

取
り
上
げ
、
植
物(

生
物)

と
し
て
の
特
徴
や
、
利
用
の
歴
史
、
用
途
と
製

造
法
、
種
類
・
品
種
と
生
産
・
採
取
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
草
木
染
め
、

木
製
家
具
・
加
工
品
な
ど
も
収
録
。

◎

武
術

▽
は
じ
め
て
の
弓
道

（
松
尾

牧
則
：
誠
文
堂
新
光
社
）

は
じ
め
て
弓
道
を
学
ぶ
人
や
初
級
者
に
向
け
て
、
基
本
の
姿
勢
・
動
作
を

は
じ
め
、
射
法
八
節
、
射
癖
の
予
防
と
直
し
方
、
弓
具
の
名
称
と
取
扱
い

方
、
競
技
や
段
級
試
験
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
な
ど
を
、
写
真
で

解
説
す
る
。
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◎

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

▽
呼
出
秀
男
の
相
撲
ば
な
し

（
山
木

秀
男
：
現
代
書
館
）

“
土
俵
上
の
妖
精
”
と
相
撲
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
た
元
呼
出
の
秀
男
が
、

「
呼
出
」「
行
司
」「
床
山
」
と
い
っ
た
大
相
撲
の
裏
方
の
仕
事
を
は
じ
め
、

力
士
や
親
方
、
部
屋
や
取
組
の
話
な
ど
を
語
る
。
観
戦
が
よ
り
楽
し
く
な

る
相
撲
の
深
い
味
わ
い
方
が
わ
か
る
。

▽
日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
歴
史
を
変
え
た
桜
の
戦
士
た
ち

（
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

2015

日
本
代
表
全

名
：
実
業
之
日
本
社
）

31

2015

年
９
月
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で
、
世
界
ラ
ン
ク
３

位
の
巨
人
・
南
ア
フ
リ
カ
を
飲
み
込
ん
だ
、
桜
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
た
日
本

代
表
選
手
た
ち
。
そ
の

名
が
、
指
揮
官
へ
の
想
い
、
家
族
の
支
え
、
チ

31

ー
ム
の
結
束
な
ど
を
綴
っ
た
記
録
。

◎

日
本
語

▽
日
本
語
描
写
の
辞
典

（
中
村

明
：
東
京
堂
出
版
）

日
本
の
近
現
代
文
学
の
作
品
か
ら
名
描
写
と
思
わ
れ
る
一
節
を
抜
粋
し
て
、

自
然
描
写
、
人
物
描
写
、
心
理
描
写
に
分
類
。
そ
の
中
に

の
ト
ピ
ッ
ク

58

を
設
け
て
文
例
を
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
表

現
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

◎

日
本
の
小
説

▽
世
界
が
赫(

あ
か)

に
染
ま
る
日
に

（
櫛
木

理
宇
：
光
文
社
）

少
年
法
は
従
兄
妹
を
蹂
躙
し
た
中
学
生
た
ち
を
守
っ
た
。
そ
れ
な
ら
、
一

体
誰
が
や
つ
ら
に
罰
を
与
え
る
の
か
？

罪
に
問
わ
れ
な
い
犯
罪
者
た
ち
を

襲
っ
て
い
く
二
人
の
少
年
。
だ
が
、
彼
ら
の
制
裁
は
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
き
…
。

▽
パ
パ

（
岡
部

え
つ
：
双
葉
社
）

気
ま
ま
な
お
嬢
様
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
。
彼
女
の
傷
の
深
さ
を
知
る
ま

で
は
。
奈
子
は
仕
事
を
辞
め
て
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
美
波
と
出
会
い
、

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
に
。
し
か
し
、
す
べ
て
「
気
分
」
に
よ
っ
て
行

動
す
る
彼
女
に
振
り
回
さ
れ
…
。

▽
光
陰
の
刃

（
西
村

健
：
講
談
社
）

三
井
財
閥
を
創
っ
た
男
・
團
琢
磨
。
血
盟
団
の
指
導
者
・
井
上
日
召
。
明

治
、
大
正
、
そ
し
て
昭
和
へ
…
。
日
本
を
動
か
す
企
業
家
と
、
日
本
を
揺

る
が
す
テ
ロ
リ
ス
ト
。
出
会
う
は
ず
の
な
か
っ
た
二
人
の
男
の
生
き
様
と

一
瞬
の
交
錯
を
描
く
。

▽
ロ
ン
ド
ン
狂
瀾

（
中
路

啓
太
：
光
文
社
）

1930

年
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
に
お
け
る
、
欧
米
列
強
と
の
タ
フ
な

交
渉
、
軍
部
と
の
軋
轢
、
国
内
輿
論
と
国
会
で
の
攻
防
…
。
誇
り
高
き
外

交
官
の
活
躍
と
、
統
帥
権
干
犯
問
題
の
複
雑
な
経
緯
を
描
く
。

▽
ブ
レ
イ
ン
・
ド
レ
イ
ン

（
関

俊
介
：
光
文
社
）

犯
罪
性
向
を
持
つ
「
欠
落
者
」
と
さ
れ
人
工
島
に
隔
離
さ
れ
た
セ
イ
。
だ

が
セ
イ
は
欠
落
者
で
は
な
い
。
自
由
と
ひ
き
か
え
に
得
た
特
異
な
能
力
で

島
に
逃
げ
込
ん
だ
凶
悪
犯
を
狩
る
セ
イ
に
、
密
命
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
成

功
す
れ
ば
恩
赦
で
島
を
出
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
が
。

▽
小
松
と
う
さ
ち
ゃ
ん

（
絲
山

秋
子
：
河
出
書
房
新
社
）

歳
の
非
常
勤
講
師
・
小
松
は
、
年
下
の
呑
み
友
だ
ち
で
あ
る
宇
佐
美(

う

52さ
ち
ゃ
ん)

に
見
守
ら
れ
、
同
い
年
の
女
性
・
み
ど
り
と
の
距
離
を
縮
め
て
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い
く
の
だ
が
…
。
小
さ
な
奇
蹟
の
物
語
。

▽
異
類
婚
姻
譚

（
本
谷

有
希
子
：
講
談
社
）

専
業
主
婦
の
私
は
、
あ
る
日
、
自
分
の
顔
が
夫
と
そ
っ
く
り
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
…
。
「
夫
婦
」
と
い
う
形
式
へ
の
違
和
を
軽
妙
洒
脱
に

描
い
た
表
題
作
ほ
か
、
自
由
奔
放
な
想
像
力
で
日
常
を
異
化
す
る
全
４
編

を
収
録
。

▽
ム
ー
ン
ナ
イ
ト
・
ダ
イ
バ
ー

（
天
童

荒
太
：
文
藝
春
秋
）

・

か
ら
５
年
目
と
な
る
フ
ク
シ
マ
。
非
合
法
の
ダ
イ
バ
ー
は
人
と
町

3

11

を
さ
ら
っ
た
立
入
禁
止
の
海
に
潜
降
す
る
。
慟
哭
の
夜
か
ら
圧
倒
的
救
済

の
光
さ
す
海
へ
。
鎮
魂
と
生
へ
の
祈
り
を
こ
め
た
作
品
。

▽
よ
こ
ま
ち
余
話

（
木
内

昇
：
中
央
公
論
新
社
）

お
針
子
の
齣
江
、<

影>

と
話
す
少
年
、
皮
肉
屋
の
老
婆
ら
が
暮
ら
す
長
屋
。

あ
や
か
し
の
鈴
が
響
く
と
き
、
押
し
入
れ
に
芸
者
が
現
れ
、
天
狗
が
お
告

げ
を
も
た
ら
す
。

▽
蓮
の
数
式

（
遠
田

潤
子
：
中
央
公
論
新
社
）

結
婚
し
て

年
。
一
度
も
人
間
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
不
妊

13

治
療
で
婚
家
か
ら
孤
立
す
る
女
が
出
会
っ
た
の
は
、
自
ら
の
生
い
立
ち
と

算
数
障
害
に
悩
む
男
。
愛
を
忘
れ
た
女
と
愛
を
知
ら
な
い
男
の
逃
避
行
が

は
じ
ま
る
。

▽
年
下
の
セ
ン
セ
イ

（
中
村

航
：
幻
冬
舎
）

み
の
り

歳
。
恋
は
３
年
し
て
い
な
い
。
通
い
始
め
た
生
け
花
教
室
で
、

28

８
歳
年
下
の
透
と
出
会
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
気
持
ち
は
封
印
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
我
慢
す
る
こ
と
が
大
人
の
恋
だ
と
思
っ
て
い
た
…
。

▽
電
球
交
換
士
の
憂
鬱

（
吉
田

篤
弘
：
徳
間
書
店
）

世
界
で
た
だ
ひ
と
り
、
彼
に
だ
け
与
え
ら
れ
た
肩
書
き
「
電
球
交
換
士
」
。

人
々
の
未
来
を
明
る
く
灯
す
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
か
、
や
っ
か
い
ご
と
に

巻
き
込
ま
れ
…
。
謎
と
愉
快
が
絶
妙
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
魅
惑
の
連
作
集
。

▽
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
贈
り
物

（
小
川

洋
子
、
鹿
島
田

真
希
、
白
河

三

兎
、
似
鳥

鶏
、
東
川

篤
哉
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
に
「
動
物
」
が
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
た
作
家
が
紡
ぐ
、
「
動
物
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
。
東
川
篤
哉
「
馬
の
耳
に
殺
人
」
、
似
鳥
鶏
「
蹴

る
鶏
の
夏
休
み
」
、
小
川
洋
子
「
黒
子
羊
は
ど
こ
へ
」
な
ど
、
全
５
編
を

収
録
す
る
。

▽
死
ん
で
い
な
い
者

（
滝
口

悠
生
：
文
藝
春
秋
）

秋
の
あ
る
日
、
大
往
生
を
遂
げ
た
男
の
通
夜
に
親
類
た
ち
が
集
っ
た
。
一

人
ひ
と
り
が
死
に
思
い
を
は
せ
、
互
い
を
思
い
、
家
族
の
記
憶
が
広
が
っ

て
…
。
生
の
断
片
が
重
な
り
合
い
、
永
遠
の
時
間
が
立
ち
上
が
る
奇
跡
の

一
夜
を
描
く
。

▽
ア
メ
リ
カ
最
後
の
実
験

（
宮
内

悠
介
：
新
潮
社
）

失
踪
し
た
父
を
探
し
て
難
関
音
楽
学
院
を
受
験
す
る
脩
。
そ
こ
で
遭
遇
す

る
連
鎖
殺
人
。
謎
の
楽
器<

パ
ン
ド
ラ>

。
才
能
に
、
理
想
に
、
家
族
に
、

愛
に
、
傷
つ
い
た
者
た
ち
が
荒
野
の
果
て
で
摑
む
も
の
は
…
？

▽
あ
な
た
と
い
う
国

（
ド
リ
ア
ン
助
川
：
新
潮
社
）

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
す
拓
人
と
、
脚
本
家
を
夢
見
る
ユ
ナ
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
出
会
い
、
国
籍
の
壁
を
越
え
て
世
界
を
共
有
す
る
二
人
。
だ
が

拓
人
の
夢
が
叶
い
か
け
た
時
、
運
命
の
日
が
訪
れ
た
。
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▽
そ
の
姿
の
消
し
方

（
堀
江

敏
幸
：
新
潮
社
）

フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
、
古
物
市
で
手
に
入
れ
た
、1938

年
の
消
印
の
あ
る

古
い
絵
は
が
き
。
廃
屋
と
朽
ち
た
四
輪
馬
車
の
写
真
の
裏
に
は
、
謎
め
い

た
十
行
の
詩
が
書
か
れ
て
い
た
。
読
む
こ
と
の
創
造
性
を
証
す
長
篇
。

▽
す
し
そ
ば
て
ん
ぷ
ら

（
藤
野

千
夜
：
角
川
春
樹
事
務
所
）

テ
レ
ビ
番
組
で
お
天
気
姉
さ
ん
を
し
て
い
る
寿
々
は
、
ブ
ロ
グ
「
江
戸
ま

ち
め
ぐ
り
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
。
一
緒
に
住
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
「
江

戸
の
味
」
を
求
め
て
浅
草
、
日
本
橋
、
神
田
へ
…
。

▽
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
の
悪
魔

（
樋
口

明
雄
：
角
川
春
樹
事
務
所
）

南
ア
ル
プ
ス
北
岳
山
荘
を
武
装
集
団
が
制
圧
。
そ
れ
は
国
家
を
巻
き
込
ん

だ
恐
る
べ
き
テ
ロ
事
件
の
幕
開
け
だ
っ
た
…
。
超
大
型
台
風
が
到
来
、
警

察
も
自
衛
隊
も
接
近
で
き
な
い
陸
の
孤
島
と
化
し
た
山
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
“
奴
ら
”
山
岳
救
助
隊
員
た
ち
が
い
た
！

▽
焼
野
ま
で

（
村
田

喜
代
子
：
朝
日
新
聞
出
版
）

大
震
災
直
後
、
子
宮
ガ
ン
を
告
知
さ
れ
た
。
火
山
灰
の
降
り
積
も
る
地
で
、

放
射
線
宿
酔
の
な
か
に
ガ
ン
友
達
の
声
、
祖
母
・
大
叔
母
が
表
れ
る
。

・

の
災
厄
と
病
の
狭
間
で
、
比
類
な
い
感
性
が
と
ら
え
た
魂
の
変
容
。

3

11

▽Y
.M

.G
.A

.

（
三
羽

省
吾
：
朝
日
新
聞
出
版
）

20X
X

年
、
「
上
」
と
「
下
」
に
階
層
が
分
断
さ
れ
た
社
会
。
地
下
住
民
の

リ
オ
は
、
空
飛
ぶ
バ
イ
ク<

ア
フ
ロ>

を
駆
る
カ
イ
に
命
を
救
わ
れ
る
。

“
翼
”
を
得
た
リ
オ
た
ち
の
狂
乱
は
や
が
て
…
。

▽
や
が
て
海
へ
と
届
く

（
彩
瀬

ま
る
：
講
談
社
）

す
み
れ
が
消
息
を
絶
っ
た
あ
の
日
か
ら
３
年
。
す
み
れ
の
恋
人
だ
っ
た
遠

野
は
彼
女
の
荷
物
を
処
分
し
よ
う
と
言
い
出
す
。
親
友
を
亡
き
者
と
し
て

扱
う
遠
野
に
反
発
す
る
真
奈
は
悼
み
悲
し
み
続
け
る
が
…
。
死
者
の
不
在

を
祈
る
よ
う
に
埋
め
て
い
く
、
喪
失
と
再
生
の
物
語
。

▽
温
泉
妖
精

（
黒
名

ひ
ろ
み
：
集
英
社
）

美
し
い
母
親
と
姉
の
も
と
で
育
ち
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
ら
け
で
美
容
整

形
を
繰
り
返
す

歳
の
絵
里
。
訪
れ
た
温
泉
宿
で
無
職
ク
レ
ー
マ
ー
の
嫌

27

味
な
中
年
男
と
出
会
い
、
思
わ
ぬ
入
浴
体
験
を
し
て
…
。

▽
異
郷
の
友
人

（
上
田

岳
弘
：
新
潮
社
）

阪
神
大
震
災
を
予
言
し
、
信
者
を
増
や
す
淡
路
島
の
新
興
宗
教
。
新
た
な

世
界
創
世
を
説
く
教
祖
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
謎
の
天
才
ハ
ッ
カ
ー
集

団
が
訪
ね
て
き
て
…
。
世
界
の
終
末
の
、
さ
ら
に
先
に
待
つ
世
界
を
問
う

芥
川
賞
候
補
作
。

▽
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
瞬
間

（
松
波

太
郎
：
文
藝
春
秋
）

介
護
施
設
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
鍼
灸
師
。
「
五
十
山
田
さ
ん
」
の
ひ
ど

い
首
凝
り
を
ほ
ぐ
す
う
ち
、
彼
の
大
陸
で
の
戦
争
体
験
を
知
り
…
。
整
体

で
身
体
の
記
憶
と
歴
史
を
探
る
野
心
作
。

▽
ア
シ
タ
ノ
ユ
キ
カ
タ

（
小
路

幸
也
：
祥
伝
社
）

高
校
教
師
の
修
一
は
、
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢
の
由
希
と
一
緒
に
、
熊
本
で
療
養

中
の
か
つ
て
の
教
え
子
・
凛
子
の
も
と
へ
凛
子
の
娘
を
届
け
る
こ
と
に
…
。

札
幌
か
ら
熊
本
ま
で
、
ワ
ケ
あ
り
３
人
の
奇
妙
な
ド
ラ
イ
ブ
が
始
ま
っ
た
。

▽
象
は
忘
れ
な
い

（
柳

広
司
：
文
藝
春
秋
）

原
発
事
故
で
失
わ
れ
た
命
、
電
力
会
社
と
政
府
の
欺
瞞
、
福
島
か
ら
避
難

し
た
母
子
が
受
け
た
差
別
…
。
福
島
第
一
原
発
を
題
材
に
紡
が
れ
た
連
作
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短
編
集
。

▽
西
洋
菓
子
店
プ
テ
ィ
・
フ
ー
ル

（
千
早

茜
：
文
藝
春
秋
）

ス
イ
ー
ツ
は
誰
か
の
心
を
不
意
に
つ
か
ん
で
新
し
い
場
所
へ
と
羽
ば
た
か

せ
る
ス
イ
ッ
チ
。
頑
固
な
じ
い
ち
ゃ
ん
と
職
人
肌
の
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル
が

営
む
、
下
町
の
洋
菓
子
店
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鮮
烈
な
６
つ
の
物

語
。

▽
携
帯
乳
児

（
紺
野

仲
右
ヱ
門
：
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

私
は
生
ま
れ
て
く
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
今
お
腹
に
い
る
こ

の
子
は
…
。
新
し
い
命
へ
と
導
か
れ
る
、
損
な
わ
れ
た
家
族
の
再
生
の
物

語
。
刑
務
所
で
生
ま
れ
た
子
供
を
通
し
て
生
の
尊
厳
を
問
う
、
ま
っ
た
く

新
し
い
犯
罪
小
説
。

▽
シ
ェ
ア

（
加
藤

秀
行
：
文
藝
春
秋
）

Ｉ
Ｔ
企
業
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
…
。
ク
ー
ル
な
文
体
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

世
界
が
秘
め
る
真
実
の
感
触
に
迫
る
。
表
題
作
の
ほ
か
文
學
界
新
人
賞
受

賞
作
「
サ
バ
イ
ブ
」
を
収
録
。

▽
声
の
お
仕
事

（
川
端

裕
人
：
文
藝
春
秋
）

代
後
半
に
し
て
代
表
作
が
な
い
崖
っ
ぷ
ち
声
優
の
結
城
勇
樹
。
背
水
の

20陣
で
臨
ん
だ
野
球
ア
ニ
メ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
出
会
っ
た
の
は
、
同
世

代
の
人
気
声
優
、
大
島
啓
吾
だ
っ
た
。
声
優
の
世
界
を
描
い
た
お
仕
事
小

説
。

◎

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

▽
お
せ
っ
か
い
屋
の
お
鈴
さ
ん

（
堀
川

ア
サ
コ
：K

A
D

O
K

A
W

A

）

仙
台
の
お
寺
に
住
む
振
袖
姿
の
か
わ
い
い
幽
霊
・
お
鈴
さ
ん
。
墓
参
り
に

や
っ
て
き
た
現
代
人
の
カ
エ
デ
を
奉
公
人
に
し
て
、

年
前
の
未
練
を
晴

160

ら
そ
う
と
す
る
け
れ
ど
…
？

振
袖
少
女
＆
平
凡
女
子
、
時
代
超
越
コ
ン
ビ

の
ほ
っ
こ
り
事
件
簿
。

◎

歴
史
・
時
代
小
説

▽
凛
と
咲
き
て

（
矢
野

隆
：
新
潮
社
）

大
盗
賊
の
娘
に
し
て
美
し
い
芸
妓
の
凛
。
た
っ
た
ひ
と
つ
の
弱
点
は
、
惚

れ
た
男
に
、
甘
い
こ
と
。
命
を
狙
わ
れ
る
い
い
男(

ひ
と)

の
た
め
、
馬
を

も
真
っ
二
つ
に
す
る
大
刀
で
、
悪
を
斬
る
！

▽
花
冷
え
て

（
あ
さ
の

あ
つ
こ
：
中
央
公
論
新
社
）

子
堕
ろ
し
を
請
け
負
う
「
闇
医
者
」
お
ゑ
ん
の
も
と
に
は
、
今
日
も
わ
け

あ
り
の
女
た
ち
が
や
っ
て
く
る
。
大
店
の
女
将
、
華
や
い
だ
若
い
娘
…
「
診

察
」
は
、
や
が
て
「
事
件
」
に
発
展
す
る
。

▽
ハ
ン
ニ
バ
ル
戦
争

（
佐
藤

賢
一
：
中
央
公
論
新
社
）

紀
元
前
三
世
紀
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
歴
史
の
中
で
史
上
最
大
の
敵
と
さ
れ
た

男
・
ハ
ン
ニ
バ
ル
が
、
復
讐
の
名
の
下
に
立
ち
あ
が
る
。
予
測
不
可
能
な

強
敵
を
前
に
、
ス
キ
ピ
オ
は
愛
す
る
家
族
と
祖
国
を
守
り
抜
け
る
か
？

▽
吸
血
鬼

（
佐
藤

亜
紀
：
講
談
社
）

独
立
蜂
起
の
火
種
が
燻
る
、

世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
。
新
任
役
人
ヘ
ル
マ
ン

19

・
ゲ
ス
ラ
ー
が
妻
と
と
も
に
赴
任
し
た
村
で
次
々
と
起
こ
る
、
村
人
の
怪

死
と
そ
の
凶
兆
を
祓
う
べ
く
行
わ
れ
る
陰
惨
な
因
習
。
怪
異
の
霧
に
蠢
く

も
の
と
は
…
。

◎

推
理
・
ミ
ス
テ
リ
ー

▽
笑
う
赤
お
に

（
雀
野

日
名
子
：
双
葉
社
）
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大
晦
日
、
Ａ
市
の
市
営
福
祉
団
地
で
２
つ
の
遺
体
が
見
つ
か
る
。
そ
の
年

の
秋
、
依
子
は
不
審
な
男
の
正
体
を
突
き
止
め
よ
う
と
し
、
亘
は
生
活
保

護
の
不
正
受
給
者
に
罠
を
仕
掛
け
た
。
団
地
の
「
死
」
と
彼
ら
の
行
動
の

因
果
と
は
…
。

▽
レ
ジ
ま
で
の
推
理

（
似
鳥

鶏
：
光
文
社
）

力
仕
事
で
ア
イ
デ
ィ
ア
仕
事
で
客
商
売
。
書
店
員
は
日
夜
て
ん
て
こ
舞
い
。

し
か
も
、
店
長
は
鮮
や
か
に
謎
も
解
き
あ
か
し
…
。
書
店
を
舞
台
に
巻
き

起
こ
る
事
件
に
挑
む
書
店
員
た
ち
の
活
躍
を
描
い
た
ミ
ス
テ
リ
ー
。

▽
狙
撃
手
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
遠
藤

武
文
：
光
文
社
）

ラ
イ
フ
ル
射
撃
で
モ
ス
ク
ワ
五
輪
を
め
ざ
す
長
野
県
警
所
属
の
神
稲
。
テ

ル
ア
ビ
ブ
空
港
乱
射
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
釈
放
後
、
逼
塞

し
た
生
活
を
送
る
荻
窪
。
二
人
の
運
命
は
、
戦
後
の
混
乱
期
の
謎
を
め
ぐ

り
、
奇
妙
に
交
錯
し
始
め
…
。

▽
樹
液
少
女

（
彩
藤

ア
ザ
ミ
：
新
潮
社
）

失
踪
し
た
妹
を
捜
す
男
が
迷
い
込
ん
だ
の
は
、
磁
器
人
形(
ビ
ス
ク
ド
ー
ル)

作
家
の
奇
妙
な
王
国
。
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
山
荘
に
招
か
れ
た
４
人
の
コ
レ

ク
タ
ー
の
前
で
、
無
残
な
遺
体
が
発
見
さ
れ
…
。
復
讐
と
耽
美
と
追
憶
の

ゴ
シ
ッ
ク
・
ミ
ス
テ
リ
ー
。

▽
あ
な
た
の
人
生
、
逆
転
さ
せ
ま
す

（
小
笠
原

慧
：
新
潮
社
）

就
活
に
失
敗
し
、
個
人
経
営
の
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
オ
ー
プ
ン
直
前

で
滑
り
込
ん
だ
心
理
療
法
士
・
森
野
美
夢
。
変
人
だ
と
思
っ
て
い
た
院
長

は
名
ド
ク
タ
ー
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
心
の
病
の
デ
パ
ー
ト
だ
っ
た
！

▽
バ
ビ
ロ
ン
の
秘
文
字

１

胎
動
篇

（
堂
場

瞬
一
：
中
央
公
論
新
社
）

恋
人
の
里
香
に
会
い
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
訪
れ
た
鷹
見
の
目
前
で
、
彼

女
の
勤
務
先
の
国
際
言
語
研
究
所
が
爆
破
さ
れ
た
。
里
香
は
未
解
読
の<

粘
土
板>

と
失
踪
。
鷹
見
に
も
襲
撃
者
の
手
が
…
。
古
代
と
現
代
を
繫
ぎ
、

世
界
を
駆
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ミ
ス
テ
リ
ー
開
幕
。

▽G
E

E
K

ST
ER

（
大
倉

崇
裕
：K

A
D

O
K

A
W

A

）

秋
葉
原
署
捜
査
一
係
に
着
任
し
た
九
重
祐
子
は
連
続
傷
害
事
件
を
捜
査
中
、

悪
党
に
制
裁
を
下
す
闇
の
ヒ
ー
ロ
ー<

ギ
ー
ク
ス
タ
ー>

と
出
遭
い
…
。
こ

の
街
を
救
う
の
は
女
性
刑
事
か
、
そ
れ
と
も
ダ
ー
ク
ヒ
ー
ロ
ー
か
!?

▽
午
後
二
時
の
証
言
者
た
ち

（
天
野

節
子
：
幻
冬
舎
）

誰
が
少
女
を
殺
し
た
の
か
。
数
行
の
三
面
記
事
に
隠
さ
れ
た
証
言
者
た
ち

の
身
勝
手
な
事
情
。
被
疑
者
の
高
慢
、
医
師
の
正
義
、
目
撃
者
の
憤
怒
、

遺
族
の
懺
悔
…
。
最
も
罪
深
い
の
は
誰
だ
。
平
凡
な
日
常
が
壊
れ
る
瞬
間

を
描
い
た
慟
哭
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

▽
６
月

日
の
同
窓
会

（
真
梨

幸
子
：
実
業
之
日
本
社
）

31

伝
統
あ
る
女
子
校
・
蘭
聖
学
園
の

期
Ｏ
Ｇ
が
連
続
し
て
不
審
な
死
を
遂

89

げ
る
。
同
校
出
身
の
弁
護
士
・
松
川
凛
子
は
、
同
窓
生
の
証
言
か
ら
真
相

を
突
き
止
め
よ
う
と
す
る
が
…
。

▽
溺
れ
る
月

（
新
野

剛
志
：
小
学
館
）

ラ
ン
ニ
ン
グ
仲
間
と
の
「
レ
ー
ス
」
に
は
ま
っ
て
い
る
イ
ン
テ
リ
ア
会
社

社
長
・
高
木
の
も
と
に
、
「
明
日
の
レ
ー
ス
に
は
負
け
な
さ
い
。
さ
も
な

け
れ
ば
、
ひ
と
が
死
に
ま
す
」
と
い
う
脅
迫
状
が
届
き
…
。

▽
ハ
ー
メ
ル
ン
の
誘
拐
魔

（
中
山

七
里
：K

A
D

O
K

A
W

A

）

障
害
を
抱
え
る

歳
の
少
女
が
誘
拐
さ
れ
た
。
現
場
に
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン

15
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の
笛
吹
き
男
」
を
描
い
た
絵
は
が
き
が
残
さ
れ
て
い
た
。
警
視
庁
捜
査
一

課
の
犬
養
は
相
棒
の
高
千
穂
と
捜
査
に
動
く
が
、
第
二
の
誘
拐
事
件
が
起

こ
り
…
。

▽
図
書
館
の
殺
人

（
青
崎

有
吾
：
東
京
創
元
社
）

閉
館
後
の
図
書
館
で
殺
さ
れ
た
男
子
大
学
生
は
、
二
つ
の
奇
妙
な
ダ
イ
イ

ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
た
。
高
校
生
探
偵
・
裏
染
天
馬
は
警
察
か

ら
の
礼
金
目
当
て
に
そ
の
謎
に
挑
む
！

▽
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

上
・
下

（
相
場

英
雄
：
小
学
館
）

警
視
庁
捜
査
一
課
継
続
捜
査
担
当
の
田
川
信
一
は
、
身
元
不
明
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
死
者
の
リ
ス
ト
か
ら
殺
人
事
件
の
痕
跡
を
発
見
す
る
が
…
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日
本
社
会
の
矛
盾
を
暴
露
す
る
、
危
険
極
ま
り
な
い

ミ
ス
テ
リ
ー
。

▽
ラ
メ
ル
ノ
エ
リ
キ
サ

（
渡
辺

優
：
集
英
社
）

女
子
高
生
・
小
峰
り
な
の
モ
ッ
ト
ー
は
ど
ん
な
些
細
な
不
愉
快
事
で
も
必

ず
「
復
讐
」
で
ケ
リ
を
つ
け
る
こ
と
。
そ
ん
な
彼
女
が
夜
道
で
ナ
イ
フ
で

切
り
付
け
ら
れ
た
。
り
な
は
犯
人
が
残
し
た
「
ラ
メ
ル
ノ
エ
リ
キ
サ
」
と

い
う
言
葉
を
手
が
か
り
に
事
件
の
真
相
を
追
う
が
…
。

▽SA
R

A

（
麻
生

幾
：
幻
冬
舎
）

ロ
シ
ア
で
外
交
官
の
夫
が
突
然
、
姿
を
消
し
た
。
同
じ
く
外
交
官
で
あ
る

妻
・
雪
村
沙
羅
は
単
身
現
地
に
乗
り
込
み
、
必
死
に
夫
を
捜
し
続
け
る
が
、

い
く
つ
も
の
謎
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
、
次
第
に
「
銀
色
の
闇
」
に
隠
さ
れ

た
大
い
な
る
陰
謀
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。

◎

エ
ッ
セ
イ

▽
で
き
す
ぎ
た
話

（
藤
原

正
彦
：
新
潮
社
）

日
々
の
出
来
事
も
、
大
富
豪
未
亡
人
の
人
生
も
、
裏
を
知
ら
ね
ば
本
質
は

見
抜
け
な
い
！

持
ち
前
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
慧
眼
で
、
埋
も
れ
て
い
た

世
の
中
の
真
理
を
看
破
す
る
。

▽
絶
筆

（
野
坂

昭
如
：
新
潮
社
）

2003

年
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
野
坂
昭
如
。
だ
が
そ
の
後
も
夫
人
の
手
を
借

り
て
の
口
述
筆
記
で
作
家
活
動
を
続
行
。
日
記
と
い
う
作
品
に
魂
を
傾
注

し
て
い
っ
た
。
急
逝
の
わ
ず
か
数
時
間
前
ま
で
取
り
組
ん
だ

年
以
上
に

10

及
ぶ
日
記
を
収
録
。
エ
ッ
セ
イ
選
も
附
す
。

◎

外
国
の
小
説

▽
夜
、
僕
ら
は
輪
に
な
っ
て
歩
く
（
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ラ
ル
コ
ン
：
新
潮
社
）

内
戦
終
結
後
、
出
所
し
た
劇
作
家
を
迎
え
て
再
結
成
さ
れ
た
小
劇
団
は
、

公
演
旅
行
に
出
発
す
る
。
し
か
し
、
役
者
た
ち
の
胸
に
く
す
ぶ
る
失
わ
れ

た
家
族
、
叶
わ
ぬ
夢
、
愛
し
い
人
を
め
ぐ
る
痛
み
の
記
憶
は
、
小
さ
な
噓

を
き
っ
か
け
に
彼
ら
の
人
生
を
狂
わ
せ
て
い
く
。

こ
ど
も
の
本

◎

社
会
科

▽
歴
史
を
味
方
に
し
よ
う

（
童
門

冬
二
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
日
々
の
生
き
方
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
。
自

分
が
ど
う
生
き
て
い
く
か
、
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
や
足
が
か
り
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
歴
史
作
家
が
、
イ
モ
ヅ
ル
式
勉
強
法
か
ら
、
一
生
役

立
つ
歴
史
と
の
関
わ
り
方
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。
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◎

生
活

▽
五
感
っ
て
ナ
ン
だ
！
ま
る
ご
と
わ
か
る
「
感
じ
る
」
し
く
み

（
山
村

紳
一
郎
：
誠
文
堂
新
光
社
）

五
感(

視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
皮
膚
感
覚)

を
感
じ
る
目
、
耳
、
鼻
、

舌
、
皮
膚
と
い
っ
た
感
覚
器
と
、
体
の
内
部
か
ら
感
じ
る
感
覚
、
そ
れ
ら

を
受
け
取
る
脳
に
つ
い
て
解
説
。
動
物
の
持
っ
て
い
る
す
ぐ
れ
た
五
感
な

ど
も
紹
介
す
る
。

◎

仕
事
・
職
業

▽
お
し
い
れ
電
車

（
最
上

一
平
：
講
談
社
）

ふ
た
ご
の
き
ょ
う
だ
い
・
一
路
と
ま
つ
り
の
お
父
さ
ん
は
、
電
車
の
運
転

士
。
そ
の
お
父
さ
ん
が
病
気
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
…
。
お
は
な
し
を

楽
し
み
な
が
ら
、
あ
こ
が
れ
の
お
仕
事
が
よ
く
わ
か
る
本
。

▽
ひ
み
つ
の
と
っ
く
ん

（
佐
川

芳
枝
：
講
談
社
）

小
学
３
年
生
の
翔
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
不
登
校
に
な
っ
た
。
あ
る
日
、
翔

は
隣
の
部
屋
に
住
む
消
防
士
さ
ん
に
文
鳥
の
世
話
を
頼
ま
れ
…
。
お
は
な

し
を
楽
し
み
な
が
ら
、
あ
こ
が
れ
の
お
仕
事
が
よ
く
わ
か
る
本
。

◎

芸
術
・
芸
能

▽
お
し
ゃ
れ
さ
ん
の
茶
道
は
じ
め
て
物
語
５
（
永
井

郁
子
：
淡
交
社
）

お
し
ゃ
れ
茶
道
女
子
が
仙
人
の
世
界
で
濃
茶
点
前
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
に
。
で
も
珍
客
の
せ
い
で
会
は
だ
い
な
し
に
…
。
茶
の
湯
の
魅
力
を
わ

か
り
や
す
く
つ
た
え
る
物
語
、
シ
リ
ー
ズ
最
終
話
。

◎

国
語
・
日
本
語

▽
辞
書
・
事
典
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
４
（
稲
葉

茂
勝
：
あ
す
な
ろ
書
房
）

辞
書
・
事
典
そ
の
も
の
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
習
す
る
シ
リ
ー
ズ
。
４
は
、

辞
書
・
事
典
の
活
用
術
を
、
「
辞
書
を
活
用
し
よ
う
！
」
「
辞
書
・
事
典
を

つ
か
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
！
」
の
ふ
た
つ
の
パ
ー
ト
に
わ
け
、
項
目
ご

と
に
解
説
す
る
。

◎

日
本
の
作
品

▽
し
ゅ
く
だ
い
大
な
わ
と
び

（
福
田

岩
緒
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

ク
ラ
ス
対
抗
大
な
わ
と
び
大
会
に
向
け
て
、
練
習
が
始
ま
っ
た
。
そ
う
た

は
、
う
ま
く
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
た
い
ち
に
ど
な
ら
れ
た
。
そ
の
日
の

帰
り
、
そ
う
た
の
一
番
の
な
か
よ
し
だ
っ
た
の
ぼ
る
が
、
た
い
ち
と
い
っ

し
ょ
に
帰
っ
て
し
ま
い
…
。

▽
ア
カ
ン
や
ん
、
ヤ
カ
ン
ま
ん

（
村
上

し
い
こ
：
Ｂ
Ｌ
出
版
）

か
あ
ち
ゃ
ん
と
妹
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
し
ょ
う
た
。
「
た
ま
に
は
つ
よ

き
に
な
り
た
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
ヤ
カ
ン
ま
ん
が
現
れ
、
腹
が
立

っ
た
と
い
う
気
持
ち
を
閉
じ
込
め
て
は
い
け
な
い
と
言
い
出
し
た
。
ヤ
カ

ン
ま
ん
は
、
し
ょ
う
た
の
味
方
？

そ
れ
と
も
…
。

◎

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
Ｓ
Ｆ

▽
キ
キ
に
出
会
っ
た
人
び
と

（
角
野

栄
子
：
福
音
館
書
店
）

「
魔
女
の
宅
急
便
」
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
多
彩
な
脇
役
た
ち
が
語
る
、

物
語
の
向
こ
う
の
物
語
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
い
ろ
ど
る
不
思
議
と
魔
法

の
な
か
に
、
キ
キ
の
面
影
が
浮
か
び
上
が
る
。

▽
ね
こ
探
！

２

（
村
上

し
い
こ
：
ポ
プ
ラ
社
）

「
ね
こ
た
ま
探
偵
団
」
…
略
し
て
「
ね
こ
探
」
！

ね
こ
と
人
間
が
、
や
い

の
や
い
の
や
り
あ
い
な
が
ら
、
商
店
街
の
平
和
を
め
ざ
し
ま
す
。
近
ご
ろ
、
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メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
、
人
間
の
銀
ち
ゃ
ん
が
な
に
や
ら
あ
や
し
い
動
き
を

し
て
い
て
…
。
も
し
か
し
て
、
裏
切
り
!?

◎

日
本
の
絵
本

▽
ひ
な
ま
つ
り
の
ち
ら
し
ず
し

（
宮
野

聡
子
：
講
談
社
）

ひ
な
ま
つ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
の
日
、
き
み
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
、
ち
ら
し
ず
し
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、
ち
ら

し
ず
し
の
材
料
に
は
意
味
が
あ
る
と
言
っ
て
…
。
行
事(

ひ
な
ま
つ
り)

と

食
べ
物(

ち
ら
し
ず
し)

の
よ
み
き
か
せ
絵
本
。

▽
と
ん
で
も
な
い

（
鈴
木

の
り
た
け
：
ア
リ
ス
館
）

ど
こ
に
で
も
い
る
ふ
つ
う
の
子
の
ぼ
く
は
、
さ
い
の
よ
ろ
い
の
よ
う
な
立

派
な
皮
が
う
ら
や
ま
し
い
。
で
も
実
は
、
そ
の
皮
は
重
く
て
大
変
で
、
さ

い
は
、
身
軽
に
は
ね
回
れ
る
う
さ
ぎ
が
う
ら
や
ま
し
く
て
…
。
ど
う
ぶ
つ

た
ち
の
悩
み
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
。

◎

外
国
の
絵
本

▽
手
と
手
を
つ
な
い
で
（
ブ
リ
ッ
タ
・
テ
ッ
ケ
ン
ト
ラ
ッ
プ
：
Ｂ
Ｌ
出
版
）

ち
い
さ
な
そ
の
手
を
の
ば
し
て
ご
ら
ん
。
さ
あ
、
手
と
手
を
つ
な
い
で
、

ふ
た
り
で
い
っ
し
ょ
に
で
か
け
よ
う
。
ふ
た
り
で
い
れ
ば
こ
わ
く
な
い
…
。

四
季
お
り
お
り
の
季
節
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
世
界
へ
の
一
歩
を

み
ち
び
く
、
心
あ
た
た
ま
る
絵
本
。

▽
じ
ま
ん
の
マ
フ
ラ
ー

（
マ
シ
ュ
ー
・
コ
ー
デ
ル
：
あ
す
な
ろ
書
房
）

風
に
と
ば
さ
れ
た
、
く
ま
く
ん
自
慢
の
マ
フ
ラ
ー
。
見
つ
け
た
の
は
、
あ

ら
い
ぐ
ま
？

ビ
ー
バ
ー
？

か
わ
う
そ
？

き
つ
ね
？

３
歳
以
上
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
で
楽
し
め
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
く
り
か
え
し
絵
本
。

▽
北
を
め
ざ
し
て

（
パ
ト
リ
ッ
ク

ベ
ン
ソ
ン
：
福
音
館
書
店
）

冬
の
北
極
は
ま
っ
暗
で
、
雪
と
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
春

に
な
っ
て
、
太
陽
が
顔
を
出
す
と
、
世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
動
物
が
北

極
を
め
ざ
し
て
集
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。
極
地
の
驚
く
べ
き
豊
か
さ
と
、

自
然
の
恵
み
を
実
感
す
る
絵
本
。

▽
ご
は
ん
の
じ
か
ん

（
レ
ベ
ッ
カ
・
コ
ッ
ブ
：
ポ
プ
ラ
社
）

お
昼
ご
は
ん
の
時
間
、
「
ご
は
ん
よ
ー
」
と
い
う
、
マ
マ
の
呼
ぶ
声
。
お

絵
か
き
で
忙
し
い
女
の
子
は
し
ぶ
し
ぶ
食
卓
に
つ
き
ま
す
。
ま
だ
お
な
か

は
す
い
て
い
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
か
ら
声
が
し
て
…
。
ご

は
ん
の
時
間
が
楽
し
み
に
な
る
絵
本
。

◎

Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
）

▽
エ
レ
ナ
ー
と
パ
ー
ク

（
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
：
辰
巳
出
版
）

転
校
生
の
エ
レ
ナ
ー
は
、
深
く
息
を
吸
い
こ
む
と
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
な

か
を
歩
き
は
じ
め
た
。
真
っ
赤
な
く
せ
っ
毛
に
、
男
物
の
チ
ェ
ッ
ク
の
シ

ャ
ツ
を
は
お
っ
た
彼
女
に
、
パ
ー
ク
の
目
は
引
き
つ
け
ら
れ
た
…
。

年
80

代
を
舞
台
に
し
た
初
恋
の
物
語
。

▽
世
界
の
国
々
と
祝
日

（
本
村

凌
二
：
理
論
社
）

祝
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
宗
教
、
政
治
、
物
事
の
考
え
方
な

ど
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

の
国
と
地
域
を
取
り
上
げ
、
国
の
基
本
情
報

209

や
地
理
・
歴
史
・
祝
日
に
関
す
る
解
説
と
と
も
に
、2016

年
の
祝
日
の
日

付
と
そ
の
名
称
が
わ
か
る
表
を
掲
載
。
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利
用
案
内

開
館
時
間

（
十
二
月
二
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
）

▽

午
前
十
時
～
午
後
六
時

「
４
月
か
ら
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。
」

（
四
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
ま
で
）

▽

午
前
九
時
～
午
後
七
時
（
日
曜
・
祝
日
は
五
時
ま
で
）

休
館
日

▽
毎

週

火
曜
日

▽
毎

月

第
三
日
曜
日

月
末
整
理
日
（
月
末
が
火
曜
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
日
を
月
末
整
理
日
と
し
て
休
館
）

▽
年
末
年
始

▽
蔵
書
点
検
日
（
３
月
６
日
～

日
）

12

▽
年
度
末
整
理
（
３
月

日
）

31

貸
出

▽
利
用
者
カ
ー
ド
に
よ
り
館
外
貸
出
を
し
ま
す
。

▽
図
書
・
雑
誌

一
人

一
〇
冊

十
五
日
間

団
体

一
〇
〇
冊

三
十
日
間

▽
視
聴
覚
資
料

一
人

五
点

十
日
間
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